
３３ 帝国主義列強
イギリス フランス ドイツ ロシア アメリカ

１８７０ １８７１ パリ＝ コミューン １８７１ ドイツ帝国の成立
帝国主義政策の開始 アルザス・ロレーヌ割譲 ツアーリの専制政治

１８７５ の買収 １８７１〜９０ ビスマルク時代 ナロードニキの運動の挫折

保守党内閣 １８７５ 第三共和国憲法制定 １８７５ ドイツ社会主義労働者党結成 １８７７ 露土戦争 南北戦争後の資本主義の急激な発達

１８７７ の成立 （１８９０に 党と改称）１８７８ ベルリン会議 南進策の挫折
１８７８ ベルリン会議で 島獲得 最大の社会主義政党

帝国主義政策の開始 軍部の台頭
１８８０１８８２ を軍事占領 １８８１ を保護領に １８８２ 三国同盟 １８８１ アレクサンドル２世暗殺さる

１８８４ の結成 １８８４，５ アフリカに領土獲得★４地域 【アレクサンドル３世】１８８１〜９４

１８８６ を併合 １８８４ 清仏戦争 天津条約 反動政治 トラストの形成進む

１８８７（自治）英植民地会議の発足 １８８７ の成立 資本主義の急速な発達 １８８６ ＡＦＬ （米労働総同盟） 結成

独占資本・金融資本の形成 職能別組合
「光栄ある孤立」政策 １８８９ 事件 １８８７ 再保障条約を締結 １８８７ 再保障条約を締結 １８８９ パン＝ アメリカン会議の開催

共和制危機 １８９０ シャーマン反トラスト法
１８９０１８９０ ケープ植民地首相 １８９１ 同盟 ロシア投資増大 【ヴィルヘルム２世親政】１８９０〜１９１８ １８９１ 同盟

〜 世界政策 仏資本導入で資本主義の発達 フロンティアの消滅
帝国主義政策の開始 １８９１ シベリア鉄道起工 世界一の工業国

１８９３ ８時間労働法の制定 １８９５労働総同盟 サンディカリズム 【ニコライ２世】１８９４〜１９１７ ①カリブ海政策

１８９４〜９９ 事件 １８９５ キール運河開通 海軍拡張始まる 帝国主義政策へ ②太平洋地域へ進出

１８９５ マライ連邦の成立 １８９８ 海軍大拡張計画 【マッキンレー大統領】１８９７〜１９００
横断政策 イギリスとの建艦競争始まる １８９８ ハワイ併合

縦断政策 ３Ｃ政策 １８９６ マダガスカル島を領有 １８９８ 中国で を租借 急進的社会主義運動１８９８ 戦争 獲得地

１８９８ 事件 １８９８ 事件 １８９９ カロリン， マリアナ諸島の買収 １８９８ 党結成 キューバの反乱が契機

１８９８ 中国の分割を推進★租借地 １８９９ 中国で を租借 １８９９ トルコより 鉄道 １８９８ 中国で ， を租借 １８９９ 中国に対する

１８９９〜１９０２ 戦争（ブール戦争 の敷設権獲得 国務長官

植民地相 ベルンシュタインの修正主義 １９０１ 社会革命党の結成
１９００ １９００ 労働代表委員会の結成 １９０３ ， 分裂【 大統領】０１〜８

１９０６に 党と改称 ３Ｂ政策 レーニン プレハーノフ 「革新主義」

１９０２ 同盟の成立 １９０３ 中国東北地区を占領 １９０３ コロンビアよりパナマを独立させ

１９０４〜５ 戦争 パナマ運河地帯を永久租借
最大の植民地帝国を形成 １９０５ 条約 極東進出挫折 翌年工事開始 １９１４ 開通

１９０４ の成立 １９０４ 協商の成立 この後南進策に戻る

１９０５（ア） 党結成 １９０５ 事件 １９０５ 事件 ロシア第一革命 汎アメリカ主義 中南米諸地域へ

１９０６ 会議 １９０５ 事件

１９０７ 英帝国会議 社会主義運動の拡大 １９０５ 社会党（統一社会党） 結成 １９０６ 国会（ドゥーマ） の開設

１９０７ の成立 指導者 ジョレス １９０７ 協商
汎ゲルマン主義 バルカンで衝突 首相ストルイピンの反動政治

議会政治の進展
１９１０１９１０ 南アフリカ連邦の成立（自治領 １９１１ 事件 １９１１ 事件 汎スラブ主義

１９１１ の制定 下院優位 １９１２ モロッコを保護領に

バルカン戦争ではトルコ， ブルガリア バルカン同盟を結成させて支援 【ウイルソン大統領】１９１３〜２０ 民主党
アイルランド問題 を支援 「新自由主義」

１９１４ 法成立 第一次世界大戦に参戦
１９１５ １９１６ イースター蜂起 （アイルランド）


